
 

児童の表現力の向上に向けた組織的な学校改善を目指して 

～国語科の授業改善を軸とした言語能力の育成を通して～ 

 

留萌市立潮静小学校 

学 級 数  １０  

（校長 田中 克幸） 

Ⅰ はじめに 

  本校は、目指す児童像「かしこく」「やさしく」「たくましく」の実現に向け、平成 30年度から児

童の表現力の向上を目指し、豊かな語彙力を身に付け、学習の基盤となる言語能力の育成を図るた

め、組織的な学校改善に向けた取組を推進している。 

  具体的には、教育活動全体で、言語能力の育成に係る環境整備を進めるとともに、言語能力を育成

する中心的な役割である国語科の授業改善を図り、児童が豊かな語彙力を身に付け、正確に理解し適

切に表現する資質・能力の育成を図っている。 

  とりわけ、本校の児童が自分の思いや考えを適切に表現することが難しい実態から、児童の表現力

の育成において、様々な文献等から、必要な情報を読み取り、表現を工夫することができるよう、読

む領域に関する研究を推進し、教職員全体で実践的指導力の向上に向けた取組を進めることとした。 

 

Ⅱ 実践テーマの全体図 

 

 



 

Ⅲ 実践の概要 

１ 主体的・対話的な学びが成立する学習過程の設定 

(１) 国語科の「読む」領域における構造読解を基盤とした資質・能力の育成 

「構造読解」とは、文章全体を捉えるために、児童が分析的に文章を読むことができるようにする

ための取組である。単元の指導計画において、文章の全体の構造を捉えることができるよう、以下の

３つの段階に分け、児童の思考に沿った指導を行うことで、児童が豊かに読むことができることを目

指してきた。 

 
 
 
 

 

 

(２) 構造読解の実践  ６年生「きつねの窓」 単元計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ステップ① 

【俯瞰した読み】 

文章全体を丸ごと読み、大

まかな構造を捉える。 

ステップ② 

【焦点化した読み】 

範囲やキーワードを絞って

必要に応じて詳しく読む。 

ステップ③ 

【再統合する読み】 

詳細な読みを基にして、再

び文章全体を捉えなおす。 

ステップ① 

既習の構造との比較を行い、異なる場合はどの部分

が異なるのかを明らかにできるようにした。事例で

は、５学年の「雪わたり」で学習した構造と同じファ

ンタジー型であることを押さえた上で、既習事項を生

かし、非日常世界へ変わる場面や場面転換の存在など

を確認できるようにしている。 

ステップ② 

ステップ①でとらえた構造をもとに、必要に応じて

文章を詳細に読むことができるようにした。「焦点化」

とは、特定の事柄に焦点を当てることであり、ここで

はクライマックスの場面や場面の対比による共通点

や相違点などについて焦点化している。 

ステップ③ 

ステップ②の詳細な読みを基に、再び物語全体を見

直して読むことができるようにした。物語の設定や題

名に関する発問を通して、児童は作品全体を捉え直し

たり、自分なりに作者の意図への考えをもったりする

ことができるようにしている。 

 ３時間目の板書計画。主人公の変容を

捉えることができるよう、教科書の本文

を掲示し、児童が本文から関連する箇所

を見出すことができるようにしている。 

【
板
書
の
工
夫
】 



 

【お話し会の本の紹介】 

【お話し会の様子】 

【読書の木】 

２ 言語環境の整備と言語能力の育成を意識した授業の展開 

(１) 語彙力を豊かにする取組 

①掲示物の工夫 
     難解語句や新出漢字を教室内に掲示して、いつでも確認できる 

ようにしている。また、授業中に繰り返し意味を確認したり、同 

じ意味の言葉を児童に考えさせたりして、「分かっているつもり 

の言葉」を「使える言葉」にできるようにしている。 

②教材の工夫 

     語彙に対する興味・関心を高めることができるよう、クロスワードや言葉探しなどに取り組め

るようにしている。具体的には、プリントを用意して、15 分の帯学習の時間を活用して、短時

間で行うことができるようにしている。 

③学習用語の統一 

     国語の物語文と説明文の学習用語を、どの学年で、どのような定義で指導するのかを全教職員

で共通理解できるよう、学習用語を統一した。学習用語は、実践を基に見直し、改善している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 子どもの読書への興味・関心を高める取組 

①読書の木・読書通帳 
    児童が読んだ本の題名とおすすめ度を書いて貼り出し、他の児童 

   が本を選択する際の参考にできるようにしている。また、貼り出す 

紙を葉に見立て、学年ごとに木の幹に貼り、学年ごとの読書量を見 

えるようにしている。さらに、自分の読んだ本を「読書通帳」に記 

録して、これまでの読書量を自分で確認できるようにしている。 

 

②お話し会 

    教職員が趣向を凝らした読み聞かせを定期的に 

行っている。教師がおすすめの本を紹介したり、 

小道具を用いて話したりするなど、多様な読み聞 

かせを行っている。 

 

③親子読書の日 
    親子で一緒に本を読み、楽しさや心地よさを児童と共有できるよう、 

   親子読書の日を設定して、各家庭に協力をお願いしている。家庭で読ん 

だ本も読書通帳に記入して、保護者が、児童の読書量を確認できるよう 

にしている。 

【学習用語の統一】 

【掲示物の工夫】 



 

【帯学習の様子】 

【校内研修の様子】 

３ 組織的な指導力を高める取組の工夫 

(１) 校内の人材活用の工夫 

①帯学習の取組に向けた日課の工夫 
    週３回、中休み後の 15 分間を帯学習に設定し、各学級で読書 

や学習の補習等を行っている。その時間を活用し、主に基礎・基 

本の定着を目的として、一人で学習に取り組むことが難しい児童 

に対して全教職員が可能な限り個別・少人数指導に携わることが 

できるよう、日課の工夫を行っている。 

②校内研修の充実 
    初任段階等の教員が日頃の指導で悩んでいることや実技指導などをテーマに、メンター研修を 

実施している。研修内容は参加者に事前にアンケートをとり、ニーズに合った内容を取り扱ってい 

る。また、版画や書写の指導に入る前に、教材の選択や実技指導の研修も行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 研修の参加と還元 

   全ての教職員が校外の研修会に積極的に参加できる体制を整 

えている。最新の教育の動向や本校で活用できる内容等につい 

て、参加した職員を講師として、研修してきた内容を全体に還 

元し、教育活動の充実に生かしている。 

 

 

 

 

Ⅳ 実践の成果と今後の課題 

成果と課題 

 〇 児童質問紙の「国語の授業では、目的に応じて文章を読み、感想や考えをもったり自分の考えを

広げたりしていますか。」という項目において、肯定的な回答の割合が 100％であることから、文

章全体を捉えるという取組に児童が手応えを感じていることが伺える。また、「国語の授業では、

言語の特徴や使い方についての知識を理解したり使ったりしていますか。」という項目においても、

肯定的な回答の割合が 90％を超えており、児童の国語科への学習意欲が極めて高いことが分かる。 

  〇 児童の様子を客観的に捉えた教職員アンケートでは、「文章全体を捉えたうえで、必要（課題）

に応じて読むことができている。」という項目において、肯定的な回答の割合が４段階評価で 3.5

であり、１単位時間の課題と単元全体との繋がりを児童が意識できていることが伺える。 

  〇 全国学力・学習状況調査の結果から、児童全員が時間内に全ての問題に取り組み、空欄がなかっ

たことに加え、回答類型 99 のミス（何も分類されない見当違いなミス）は国語・算数ともに５％

台であったことから、全体を大まかにつかむための読みの力が高まっていると考えられる。また、

文章の構成に関する設問の正答率が 90％であり、特に高かった。 

● 全国学力・学習状況調査の結果から、「主語と述語の対応」に関する設問の正答率が 45％、「引 

用文の出典の記載」に関する設問の正答率が 10％など、課題が見られた。作文やノート指導の充 

実を図るとともに、日常生活や各教科の指導において、児童の実態に応じて正しい日本語の使い方 

を指導していく必要がある。 

9/30 プログラミング教育に関する研修成果の還元 

メンター研修一覧 

・４月 ICT 研修             ・１１月 模擬授業 

・５月 ラジオ体操の指導             版画指導 

    写生画の指導          ・１２月 保護者対応について 

・７月 成績入力について        ・ ２月 複式授業について 


